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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期
第３四半期
累計期間

第54期
第３四半期
累計期間

第53期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 (千円） 7,056,875 7,265,765 9,507,458

経常利益 (千円） 384,823 489,620 627,174

四半期（当期）純利益 (千円） 241,698 327,985 389,800

持分法を適用した場合の投資利益 (千円） － － －

資本金 (千円） 733,360 733,360 733,360

発行済株式総数 (千株） 8,264 8,264 8,264

純資産額 (千円） 6,328,118 6,574,342 6,483,848

総資産額 (千円） 8,024,211 8,070,727 8,460,967

１株当たり四半期（当期）純利益 (円） 31.04 42.14 50.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
(円） － － －

１株当たり配当額 (円） 15.00 15.00 30.00

自己資本比率 (％） 78.9 81.5 76.6

 

回次
第53期
第３四半期
会計期間

第54期
第３四半期
会計期間

会計期間
自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円） 13.17 20.73

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、中国経済の減速等の不安要素はあるものの、企業収益の拡大ととも

に雇用・所得の改善傾向が継続しており、個人消費も底堅い動きがみられるなど緩やかな回復基調で推移しました。

情報サービス産業におきましては、クラウドサービス等の需要を軸に国内企業などのＩＴ投資全般は堅調に推移し

ておりますが、価格面では依然として企業のコスト削減姿勢が続いております。

このような情勢の下、当社では、引き続きアウトソーシング事業の推進強化に注力し、取引拡大や案件ごとの採算

性向上に努めた結果、売上高の伸長とともに利益面も増加しました。

当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高7,265百万円（前年同期比3.0％増）、経常利益489百万円（前年同期

比27.2％増）、四半期純利益327百万円（前年同期比35.7％増）となりました。

部門別の営業状況は、次のとおりであります。

なお、部門毎の業務内容を見直した結果、第１四半期会計期間より「システム開発」の一部を「ネットワークサー

ビス」に区分変更いたしました。また、前年同期比較にあたっては、前年同期実績値を変更後の区分に組み替えてお

こなっております。

（ネットワークサービス）

運用業務の効率化やコストダウンの要請は引き続き厳しかったものの、アウトソーシングでの受注拡大を図るとと

もに、当事業部門への技術者投入を積極的に推進した結果、売上高は5,874百万円（前年同期比2.7％増）となりまし

た。
 

（システム開発）

組込み系ソフト開発における検証業務が減少したものの、業務系アプリケーション等の開発案件獲得に努めた結

果、売上高は1,083百万円（前年同期比7.4％増）となりました。
 

（システム運用）

汎用系システムの運用やオペレーション業務は、市場の縮小とともに価格下落が継続していることから、汎用系技

術からネットワーク系技術への移行に継続して取り組んだ結果、売上高は307百万円（前年同期比5.4％減）となりま

した。

 

（2）財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ390百万円減少し、8,070百万円となりました。

流動資産は117百万円減少し、5,502百万円となりました。主な要因は、有価証券292百万円の増加や前払費用64百

万円の増加があったものの、現金及び預金442百万円の減少や売掛金31百万円の減少があったことによるものであり

ます。固定資産は272百万円減少し、2,568百万円となりました。主な要因は、保険積立金100百万円の増加や前払年

金費用49百万円の増加があったものの、投資有価証券408百万円の減少があったことによるものであります。

当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ480百万円減少し、1,496百万円となりました。

流動負債は450百万円減少し、1,390百万円となりました。主な要因は、その他に含まれる預り金81百万円の増加が

あったものの、賞与引当金320百万円の減少やその他に含まれる未払消費税等195百万円の減少があったことによるも

のであります。固定負債は前事業年度末に比べ30百万円減少し、105百万円となりました。主な要因は、役員退職慰

労引当金28百万円の減少によるものであります。

当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ90百万円増加し、6,574百万円となりまし

た。主な要因は、配当金233百万円の支払いによる減少があったものの、四半期純利益327百万円の計上があったこと

によるものであります。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において当社が対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた事項はありません。

 

（4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び中長期的な会社の経営戦略

前事業年度における有価証券報告書の「第２　事業の状況」の「４　事業等のリスク」及び「７　財政状態、経営

成績及びキャッシュ・フローの状況の分析（4）中長期的な会社の経営戦略」に記載の内容から変更はありません。

 

（6）経営者の問題認識と今後の方針について

当社の経営陣は、現状の事業分析及び入手可能な情報に基づき、最善の経営方針を立案し経営に当たるよう努めて

おります。経営者の問題認識と今後の方針につきましては、前事業年度における有価証券報告書に記載の事項から重

要な変更はありませんが、引き続き市場動向の変化や顧客ニーズの迅速な把握と対応に取り組むとともに業務の効率

化を推し進めてまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】
①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,729,000

計 20,729,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,264,850 8,264,850
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 8,264,850 8,264,850 － －

 

（2）【新株予約権等の状況】
該当事項はありません。

 

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
該当事項はありません。

 

（4）【ライツプランの内容】
該当事項はありません。

 

（5）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年12月31日 － 8,264,850 － 733,360 － 623,845

 

（6）【大株主の状況】
当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（7）【議決権の状況】
当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    483,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  7,672,000 7,672 －

単元未満株式 普通株式    109,850 － －

発行済株式総数 8,264,850 － －

総株主の議決権 － 7,672 －

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

旭情報サービス株式会社
東京都千代田区丸の内

１丁目７番12号
483,000 － 483,000 5.84

計 － 483,000 － 483,000 5.84

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成27年10月１日から平成

27　年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】
  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,251,416 2,808,696

売掛金 1,650,664 1,618,670

有価証券 410,637 703,315

前払費用 40,824 105,124

繰延税金資産 257,243 257,381

その他 9,126 9,450

流動資産合計 5,619,910 5,502,639

固定資産   

有形固定資産 60,164 53,005

無形固定資産 16,951 15,049

投資その他の資産   

投資有価証券 569,378 161,147

長期預金 1,000,000 1,000,000

敷金及び保証金 ※ 203,663 ※ 201,943

保険積立金 717,098 817,338

前払年金費用 168,696 217,819

その他 105,104 101,783

投資その他の資産合計 2,763,940 2,500,033

固定資産合計 2,841,056 2,568,088

資産合計 8,460,967 8,070,727
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部   

流動負債   

短期借入金 230,000 230,000

未払金 88,770 77,051

未払費用 407,053 442,532

未払法人税等 109,540 70,821

賞与引当金 652,700 332,106

その他 352,984 238,074

流動負債合計 1,841,048 1,390,585

固定負債   

リース債務 4,467 3,479

繰延税金負債 34,082 32,929

役員退職慰労引当金 97,520 69,390

固定負債合計 136,070 105,798

負債合計 1,977,119 1,496,384

純資産の部   

株主資本   

資本金 733,360 733,360

資本剰余金 624,519 624,519

利益剰余金 5,496,263 5,590,775

自己株式 △360,965 △363,040

株主資本合計 6,493,177 6,585,613

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 70,437 68,495

土地再評価差額金 △79,767 △79,767

評価・換算差額等合計 △9,329 △11,271

純資産合計 6,483,848 6,574,342

負債純資産合計 8,460,967 8,070,727
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 7,056,875 7,265,765

売上原価 5,648,159 5,731,827

売上総利益 1,408,716 1,533,938

販売費及び一般管理費 1,043,077 1,056,950

営業利益 365,638 476,988

営業外収益   

受取利息 5,768 6,422

受取配当金 3,856 4,611

賃貸不動産収入 5,644 5,999

助成金収入 9,896 1,359

雑収入 2,561 1,611

営業外収益合計 27,726 20,004

営業外費用   

支払利息 4,258 2,537

賃貸不動産費用 4,283 4,834

営業外費用合計 8,541 7,371

経常利益 384,823 489,620

特別利益   

保険解約返戻金 － 5,403

特別利益合計 － 5,403

特別損失   

固定資産除却損 47 56

特別損失合計 47 56

税引前四半期純利益 384,775 494,967

法人税等 143,077 166,982

四半期純利益 241,698 327,985
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【注記事項】
（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積実

効税率を用いて税金を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前事業年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成27年12月31日）

投資その他の資産   

敷金及び保証金 8,000千円 7,400千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

減価償却費 12,455千円 11,341千円

 

（株主資本等関係）

前第３四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日

定時株主総会
普通株式 116,800 15.00 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金

平成26年10月30日

取締役会
普通株式 116,775 15.00 平成26年９月30日 平成26年11月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日

定時株主総会
普通株式 116,749 15.00 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金

平成27年10月29日

取締役会
普通株式 116,725 15.00 平成27年９月30日 平成27年11月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成27年４

月１日　至　平成27年12月31日）

当社の事業は、情報サービス事業ならびにこれらの附帯業務の単一事業であります。したがいまして、開示対象と

なるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益 31円04銭 42円14銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 241,698 327,985

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 241,698 327,985

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,785 7,782

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成27年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(1）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　116,725千円

(2）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　15円00銭

(3）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成27年11月27日

（注）　平成27年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月12日

旭情報サービス株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 玉　　井　　哲　　史　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 紙　　谷　　孝　　雄　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭情報サービス

株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第54期事業年度の第３四半期会計期間（平成27年10月１日から

平成27年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、旭情報サービス株式会社の平成27年12月31日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

旭情報サービス株式会社(E04920)

四半期報告書

14/14


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（1）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（2）新株予約権等の状況
	（3）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（4）ライツプランの内容
	（5）発行済株式総数、資本金等の推移
	（6）大株主の状況
	（7）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第３四半期累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

